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1. 情報とは何か —量的な情報概念— 

パーソナルコンピュータや携帯電話といった機器を文字通り個人が携帯し、

何か知りたいことがあればまずウェブを検索して、ときにはそれをコピー＆ペ

ーストして利用する。そういった社会に生きる現代の我々にとって、「情報とは

何か」という問題が極めて重要な問題であることは間違いないだろう。 

日本語の「情報」という言葉は、敵情報告、情況報告といった軍隊用語が始

まりと言われているが、現在の一般的な意味、言葉の使い方を知るという目的

であれば、辞書を引いて（あるいはウェブを検索して）みれば良い。たとえば

広辞苑を引けば、情報とは「あることがらについてのしらせ」あるいは「判断

を下したり行動を起したりするために必要な、種々の媒体を介しての知識」と

されていることがわかる。 

しかし、学問的に情報と言えば、大抵はエントロピーの形式で定義されるク

ロード・シャノン流の情報量が想起される。情報は量として規定されると同時

に、符号化されることによって確実な伝達が可能になる。量としての情報概念

は、情報科学、情報工学の分野だけでなく、社会的コミュニケーション理論な

ど、文系分野にも大きな影響を与えてきた。 

情報量の基本的な考え方は、「わからなさの度合い」という観点から理解する

ことができる。たとえば、コイン投げで表か裏かを当てる場合と、サイコロ投

げで1から6までの出目を当てる場合を比較しよう。わからなさの度合いは、表

と裏の2通りであるコイン投げよりも、1から6まで6通りあるサイコロ投げの方

が大きい。確率で言えば、2分の1と6分の1の違いである。情報量は、わからな
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さの度合いにこの違いがあるならば、わかったときのわかった度合いも同じよ

うに違いがあると考える。すなわち、コイン投げで表と裏のどちらが出たかと

いう情報より、サイコロ投げで1から6のどれが出たかという情報の方が大きい

と考えるのである。当て推量で表か裏かを答えるよりも、6つの数字の中の一つ

を言い当てる方が難しいことを考えれば、情報をこうした大小で捉えることに

も納得がいくだろう。 

このような考えのもと、「起こりうる事象の数の対数値」として定義されるの

が、最も単純な想定での情報量である。すなわち、起こりうる事象の数をNとす

れば、logNが情報量である。対数の底を2とすれば、情報量は「ビット（bit）」

という単位で表されることになる。たとえば、コイン投げで表が出たという情

報の情報量は、log22、すなわち1ビットであり、サイコロで1が出たという情報

の情報量は、log26、すなわち2.6ビットである。1ビットということは、1桁の2

進数でその情報を符号化できるということ（たとえば0はコインの表、1はコイ

ンの裏を表すと決めれば良い）であり、2.6ビットということは、2.6桁、つま

り整数にして3桁の2進数でその情報を符号化できるということ（同様に001はサ

イコロの1の目、010は2の目、011は3の目等と決めれば良い）である。2進数に

よる符号化は、工学的には非常に都合が良い。スイッチのオン／オフを2進数の

1と0に対応させることで情報を機械的に扱うことが可能になり、それを電気信

号等で表せば伝達も容易になるからである。 

コイン投げやサイコロ投げは最も単純な想定である。たとえば起こりうる事

象の数ではなく、ある事象の出現確率pを用いれば、宝くじのように各事象が等

確率ではない場合でも、-log2pという形で情報量を表すことができる。この場

合、確率pが小さければ小さいほど情報量は大きい（logにマイナスがついてい

ることに注意）と言うことができる。これは、確率pが小さい宝くじの一等当選

は情報量が大きく、確率pがより大きい五等当選は情報量がより小さいというこ

とであり、ニュースの一般的な価値の大小とも一致するだろう。さらにそうし

た情報量の平均や、相互情報量、条件付き情報量等々、ほかにもさまざまな情
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報量が考えられている。 

 

2. 量的な情報概念の限界 

上述のように、学問的に現在一般的な情報概念は、シャノン流の科学、工学

的な情報概念、すなわち量としての情報概念であるが、しかしそこには重大な

問題点がある。端的に言えば、情報量はあくまで量であり、質とは直接的な関

わりをもたない、という点である。 

一見すると、先の宝くじの例のように、情報の価値、情報の意味についても、

情報量という考え方で扱うことが可能なように思われる。しかし実際、情報量

で意味を扱うには厳然とした限界がある。たとえば、一つ一つの文字の出現確

率がそれぞれ一定とみなせる場合、情報量は単純に文字数に比例する。情報量

が意味と等しいとすると、作家Aの100ページの小説と、作家Bの100ページの小

説は、まったく同じということになる。これが常識と異なることは明らかであ

ろう。仮に、この二つの小説の情報量が異なる値となるような別の定義を考案

したとしても、個々の小説にはそれぞれ独自の内容、独自の質があるはずであ

り、それを量という一つの物差しで表すことができるとは、とても考えられな

い。シャノン以降、いろいろな情報量が考案されてはいるが、これは情報量と

いう考え方に共通する限界と言えるのである。 

量的な情報概念に付随するこの限界は、実は始めから了解されていたことで

もある。シャノンが情報量の概念を用いたのは、意味を捨象した符号として情

報をやりとりする、通信（communication）の数学的、工学的理論を示すためで

あった。そこで彼自身、始めから「意味論的な観点から見た通信は、工学的な

通信の問題とは無関係である」1)と述べているのである。つまり、情報科学、

情報工学的な情報概念は、原則として情報の意味とは切り離された概念であり、

情報という言葉で一般に理解されている「しらせ」や「知識」といった内容と

も、もとより無関係の概念なのである。しかし、シャノンの理論が情報、コミ

ュニケーションの一般理論として受容されたことにより、逆にそれが情報理論
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の限界として明らかにされてきたという背景がある。 

情報量は、上記のように通信の理論の中で示されたため、通信のモデルと一

体となった概念と言ってよい。シャノンとウィーバーが示した通信のモデルは、

いわゆる情報伝達モデルであり、メッセージを符号化して（信号にして）送受

信するモデルである（図1）。たとえば先のコイン投げの例で言えば、表・表・

裏という結果を0 0 1という二進数に符号化する（エンコードする）ことで、信

号として送信し、受信側で0 0 1から再び表・表・裏というメッセージに復号化

する（デコードする）ことで、情報の伝達が実現するというモデルである。 

 

図1  シャノン&ウィーバーの通信のモデル2) 

 

この情報伝達モデルも、一般的なコミュニケーション・モデルとしてはやは

り問題がある。このモデルを人と人とのコミュニケーションに適用すれば、ま

ず情報源にあたるのが送信者の頭の中の意味内容であり、それが言語化、すな

わち符号化されることで、発話となって送信され、受信者側で聴取後、意味解

釈という復号化によって受信者の頭の中の意味内容になる、というモデルとな

るだろう。しかし実際には、人と人とのコミュニケーションではさまざまな誤

解が生じるのが常であり、このモデルのように、小包のように情報が伝達され

るとはとても言い難いのである。そもそも人と人との関係の場合、送信者から

受信者へと情報が伝達されたことを確認するためにはさらにコミュニケーショ

ンが必要であり、そのコミュニケーションを確認するためにさらにまたコミュ
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ニケーションが必要とされ、これは永遠に続く。結果として、同じ情報が両者

に共有されたかどうか、言い換えれば、情報が伝達されたかどうかを確かめる

ことは決してできないのである。 

こうして、情報を正確に伝わるものとして、客観的なものとして捉えること

の限界もまた見えてくる。その端的な例は、古典的な人工知能研究の挫折に見

ることができるだろう。古典的な人工知能（Artificial Intelligence）は、森

羅万象をすべて符号の列にできるなら、コンピュータによる符号列の処理とし

て知性を実現できる、という発想にあった。その試みは、裏を返せば人間の知

能のシミュレーションであり、符号列を処理する情報処理機械として人間を捉

える試みと言える。日本も第5世代コンピュータ開発という名目で、1980年代に

人工知能研究の国家的プロジェクトを遂行した。 

しかし、結果としてその試みは挫折したと言うことができる。原理的な問題

は、情報解釈の状況依存性に関わる、いわゆるフレーム問題である。人間の情

報解釈の仕方は状況に依存するが、フレーム問題は、同じようにコンピュータ

に状況を把握させるためには、無限の計算が必要であり、有限時間で決定を下

せない、という問題である。コンピュータが、自分がおかれた状況、すなわち

フレームを決定するには、当座の目的と何が関係し、何が無関係かを客観的に

全て洗い出さなければならないが、それは原理的に無限にあるため、無限に計

算し続けなければならないのである。逆に言えば、人間の状況把握はコンピュ

ータのように客観的、論理的では決してなく、そうした状況に依存する情報解

釈もまた、コンピュータによる演算処理とは根本的に異なるということがわか

ってくる。 

 

3. 情報の意味とは何か —質的な情報概念（情報と生命の関係）— 

こうして、改めて情報とは何か、特に、情報の意味とは何か、という問題が

浮かび上がってくる。科学、工学的な情報概念は、決して一般的な情報概念と

しての射程はもっておらず、特に情報の意味という次元を扱うことに本質的な
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困難があるのである。 

情報の意味について考えるために、フレーム問題はなぜ人間では問題になら

ないか、ということを考えてみよう。先にみたように、人間の状況把握はコン

ピュータのように客観的、論理的ではなく、その意味で決して完璧ではない。

にもかかわらず、人間はコンピュータのように無限に考え込むことはなく、大

抵適切な行動を取ることができる。その適切さはどこから来るのだろうか。 

情報学者の西垣通は、ハンバーガーを買ってくるというタスクを遂行する人

工知能ロボットと人間の子供との違いを以下のように述べている。 

 

ロボットは、目的地に至る目印にしていた近くの銀行がコンビニに替わっ

ていたり、店で店員からほかの商品を薦められたりすると、もう分からな

くなってしまう。想定外のことが起きると、子どもでもできるような買い

物ができない。なぜダメか。人間の子どもには心と連結した身体があり、

ロボットにはないからです。3) 

 

人工知能ロボットは、客観的な演算の世界にいる。一方で人間は、たとえば空

腹感のような、生きることに付随する欲求、目的の世界に生きている。端的に

は、それが違いである。つまり、生きることに付随して立ち現れるのが情報の

意味であり、「情報は生命とともに誕生した
、、、、、、、、、、、、、

」4)と言えるのである。 

だからこそ、「生きること」から離れた客観的存在である人工知能ロボットに、

意味や情報を結びつけることには本質的な困難がある。実際、人工知能の研究

者でありながら、人工知能のこの本質的困難に気づき、人工知能研究の方向性

を自ら批判した人物として、テリー・ウィノグラードがいる5)。彼はハイデッ

ガーやガダマーらが展開した現象学系の哲学や、マトゥラーナらの生命システ

ム論6)を参照することで、自己批判を展開したのである。 

一方で、生命と意味の世界との関係性に早くから注目した研究者として知ら

れているのが、ヤーコプ・フォン・ユクスキュルである7)。ユクスキュルは、
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動物を単なる客体としてではなく、知覚と作用を行う主体として捉えることで、

動物自身が知覚し作用する世界である環世界（Umwelt）という概念を提唱した。

環世界とは、まさに動物自身にとっての意味の世界である。たとえば、人間の

部屋は、食事をするためのテーブル、座るための椅子、本を収納するための本

棚、周囲を明るくするための照明、歩くための床、他の部屋と仕切るための障

害物としての壁、等々、人間にとってそれぞれ意味のあるものによって構成さ

れている。しかしこの同じ部屋は、たとえばハエにとっては、食物のありそう

なテーブル上の食器類と光を発する照明以外、すべて歩くための場所という意

味を持つ世界として成立していると考えられる（図2）。それがハエにとっての

環世界であるが、それは人間に比べて不完全な世界なのでは決してなく、ハエ

が生きることにとっては完全な世界なのである。 

 

図2  ハエにとっての部屋 8) 

 

このように、生物はそれぞれの生に応じた意味の世界に生きているのであり、

この点に注目することで、情報は、「それによって生物がパターンをつくりだす
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パターン」9)として見えてくる。科学、工学的な量的な情報概念の深層には、

生命にとっての意味、価値としての質的な情報概念が横たわっているのである。

情報概念をこのように生きることと不可分の意味、価値として根本的に問い直

すことは、情報化社会に生きる
、、、

我々にとって、とりわけ大きな意味、価値があ

ると言えるのではないだろうか。 
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